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ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

都
市
災
害
に
備
え
る

東
京
都
港
区
を
拠
点
に
大
規
模
な
都
市

開
発
を
行
う
森
ビ
ル
株
式
会
社
は
、六
本
木

ヒ
ル
ズ
や
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
な
ど
の
都
市
開
発

を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
安
全
・
安
心
」な
ま

ち
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
に「『
逃
げ
出
す
街
』か
ら『
逃

げ
込
め
る
街
』へ
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
地
域
貢
献
を

果
た
す
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の「
逃
げ
込
め
る
街
」と
は
、
ど
の
よ
う

な
ま
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
逃
げ
込
め
る
」た
め
に
は
、
ま
ず
器
で
あ

る
建
物
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
公
的
な
救
助
が
始

ま
る
ま
で
の
災
害
後
３
日
間
を
安
心
し
て
待

機
す
る
た
め
の
準
備
も
必
要
で
す
。
建
物
と

い
う
ハ
ー
ド
と
防
災
体
制
と
い
う
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
、
都
市
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

首
都
直
下
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
超
高
層
建
物
は
短
周
期
の
直
下
型

地
震
に
対
し
て
大
き
な
被
害
が
生
じ
に
く
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
最
大
震
度
7
の

直
下
型
地
震
が
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
い
て
も
、
約
24
万
棟
が
大
破
・
倒
壊
し

た
中
低
層
建
物
に
比
べ
、
超
高
層
建
物
の
大

破
・
倒
壊
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
の

長
周
期
地
震
動
は
、震
源
か
ら
離
れ
た
場
所

で
発
生
し
ゆ
っ
く
り
と
地
面
を
揺
ら
す
た
め
、

超
高
層
建
物
は
加
速
度
こ
そ
小
さ
い
も
の
の

大
き
く
長
く
揺
れ
る
現
象「
共
振
」を
起
こ

し
ま
す
。

「
地
震
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
揺
れ
の
型
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て

効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
す
る
た
め
、
森
ビ
ル

の
建
物
に
は
複
数
の
制
振

装
置
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
に
竣
工
し
た

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
で
は
三
種

類
の
制
振
装
置
を
組
み
込

ん
で
建
物
の
安
全
性
を
さ

ら
に
高
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
オ
イ
ル

ダ
ン
パ
ー（
５
１
６
基
）、ブ
レ
ー
キ
ダ
ン
パ
ー

（
６
２
０
基
）、
ア
ン
ボ
ン
ド
ブ
レ
ー
ス（
82

基
）を
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
風
に
よ
る
不

快
な
揺
れ
か
ら
小
～
大
規
模
の
地
震
、
超

高
層
建
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
長
周

期
地
震
動
に
つ
い
て
も
制
振
効
果
が
あ
り
ま

す
」と
同
社
設
計
統
括
部
建
築
設
計
部
構
造

担
当
部
長
の
土
橋
徹
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
客
さ
ま
が
建

物
内
に
と
ど
ま
っ
た
り（
滞
在
避
難
）、
事
業

を
継
続
し
た
り
す
る
た
め
に
は
電
力
確
保
が

重
要
と
考
え
、
管
理
す
る
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で

は
都
市（
中
圧
）ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
独
自
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト（
特
定

電
気
事
業
施
設
）に
よ
り
電

力
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
ガ

ス
の
供
給
停
止
時
に
は
東
京

電
力
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
、

さ
ら
に
ガ
ス・
電
力
の
供
給
停

止
時
に
は
備
蓄
し
て
い
る
灯

油
に
よ
る
発
電
と
、
三
重
の

安
定
性
を
持
つ
電
力
供
給
に

よ
る
信
頼
性
の
高
い
電
源
供
給
シ
ス
テ
ム
で

す
。
東
日
本
大
震
災
後
に
起
こ
っ
た
原
発
事

故
に
よ
る
電
力
不
足
時
は
お
客
さ
ま
へ
節
電

を
呼
び
か
け
、
余
っ
た
電
気
を
東
京
電
力
へ

融
通
す
る
形
で
社
会
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
水
道
の
供
給
停
止
に
よ
る
ト
イ

レ
問
題
を
考
慮
し
、災
害
用
井
戸
を
設
け
井

戸
水
を
雑
用
水
層
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
で

き
る
限
り
日
常
に
近
い
運
用
が
可
能
と
な
る

シ
ス
テ
ム
も
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
減

災
に
向
け
た
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
収
集

や
帰
宅
困
難
者
な
ど
へ
の
情
報
発
信
が
重

要
と
考
え
、
通
信
の
多
重
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

「
震
災
の
際
に
は
口
頭
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
利
用
し
て
情
報
提
供
し
ま
し
た
が
、
不

足
感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
流
し
て
い
る
モ
ニ

タ
ー
を
、
有
事
の
際
に
は
ニ
ュ
ー
ス
モ
ニ
タ
ー

と
な
る
よ
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
契
約
を
結
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
限
定
の
エ
リ
ア

放
送
を
構
築
し
、鉄
道
運
行
情
報
や
備
蓄
品

オイルダンパー（虎ノ門ヒルズ森タワー）

「
逃
げ
出
す
街
」か
ら「
逃
げ
込
め
る
街
」へ

都
市
防
災
に
対
す
る
民
間
事
業
者
の
取
り
組
み

森
ビ
ル
株
式
会
社
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水を注げば食べられるドライカ
レーなどさまざまな非常食を用意

配
布
な
ど
エ
リ
ア
内
の
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す（
震
災
対
策
室
事
務

局
長 

寺
田
隆
さ
ん
）

平
時
か
ら
地
域
住
民
と
共
に

訓
練
を
継
続

有
事
の
際
に
は
初
動
対
応
可
能
な
人
材
・

人
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、全
社
員
に
救
命
技
能
認
定
の
取
得
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
本
木

ヒ
ル
ズ
近
隣
２・５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に

約
１
０
０
戸
の
防
災
住
宅
を
準
備
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
港
区
か
ら
の
要
請
で
六
本
木

ヒ
ル
ズ
に
約
２
０
０
名
の
帰
宅
困
難
者
を
受

け
入
れ
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
や
親

子
休
憩
室
を
宿
泊
施
設
と
し
て
提
供
し
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
も
普
段
か
ら
非
常
用
食
料

な
ど
の
備
蓄
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

非
常
食
は
、帰
宅
困
難
者・オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
・
住
宅
居
住
者
・
近
隣
・
社
員
用
と
し

て
、
森
ビ
ル
全
体
で
25
万
食
を
備
蓄
し
て
い

虎ノ門ヒルズ森タワー。周辺地域では再開発
が進んでいる

地下に設けられ
た備蓄倉庫

超高層複合施設では初めて
非常用エレベーターを使って
車いすでも避難できるように
なった森タワー。それを示す
マークが非常扉、エレベー
ターに貼られている

虎ノ門ヒルズは、大都市東京の重要な幹線道路である環
状第２号線の新橋・虎ノ門間とその周辺を含めた複合市街
地整備の再開発計画事業の中枢街区。２０１４年６月11日に
オープンしました。高さ２４７ｍの「虎ノ門ヒルズ森タワー」に
は三種類の制振装置が使われており、東日本大震災クラス
の大地震が発生しても建物を使い続けられる高い耐震性能
と、二重バックアップ構造の非常用発電設備を備えていま
す。また、地震が起こったとき、歩行困難者に限って非常用
エレベーターを使って避難できる仕組みを超高層複合施設
として初めて採用しました。またトイレ内には非常照明を備え
ることで、災害時でも平常通りにトイレを使用することができ
ます。

また、オフィス・住宅・商業施設・カンファレンスなどが備
わる複合施設である虎ノ門ヒルズでは、単独で３６００名の帰
宅困難者を受け入れる用意があります。さらに食料とは別に
全居住者が1週間在宅避難できるような避難グッズを配布
し、使い方のレクチャーも行っています。

同エリアは、２０２０年までに続々と開発が予定されていま
す。今後も地域の安全拠点にもなるよう、周辺住民との避
難訓練なども含めた連携を強化していこうとしています。

東日本大震災後に竣工した
「虎ノ門ヒルズ」
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上
、
目
視
判
断
で
き
な
い
部
分
も
実
測
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
根
拠
あ
る
判
断
が
可
能
と
な

り
、
優
先
順
位
を
つ
け
た
初
動
対
応
が
で
き

ま
す
。
関
係
者
へ
の
レ
ポ
ー
ト
メ
ー
ル
自
動

送
信
機
能
の
装
備
や
、「
災
害
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」と
の
連
動
に
よ
り
、よ
り
迅
速
で
効
果

的
な
防
災
対
応
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
層
建
物
に
影
響
を
及
ぼ
し
や

す
い
と
さ
れ
る
長
周
期
地
震
動
の
有
無
を

即
座
に
判
定
で
き
る
独
自
の
仕
組
み
も
開

発
。長
周
期
地
震
動
の
成
分
を
早
期
に
検
知

し
、
揺
れ
が
大
き
く
な
る
前
に
警
告
す
る
機

能
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

災
害
を
防
ぐ
、
備
え
る
対
策
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
起
こ
っ
た
際
に
ど
う
対
応
す
べ

き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
多
く
の
オ

フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
、
住
民
が
暮
ら
す
複
合
都

市
を
開
発
す
る
同
社
の
安
全
・
安
心
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
以
前
は
水

と
乾
パ
ン
が
メ
イ
ン

で
し
た
が
、
震
災
の

際
、
あ
ま
り
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
や

震
災
後
に
各
メ
ー

カ
ー
で
お
い
し
い
非
常
食
が
開
発
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
非
常
食
に
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た
、食
べ
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

の
方
向
け
や
子
ど
も
・
高
齢
者
向
け
の
食
料

も
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
平
時
か
ら
の
訓
練
も
重
要
と
、

定
期
的
に
震
災
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
ビ
ル
全
体
で
は
、
毎
年
９
月
１
日
と
１
月

17
日（
２
０
１
５
年
は
１
月
16
日
開
催
）に

総
合
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
に

行
わ
れ
た
総
合
震
災
訓
練
に
は
全
社
員
約

１
３
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加

え
て
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
は
、
毎
年
３
月
11
日

に「
自
助
」・「
共
助
」・「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
」を
目
的
に
総
合
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。自

治
会
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
こ
の
訓
練
で

は
、
居
住
者
や
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
、
店
舗

従
業
員
、近
隣
町
会
や
学
校
関
係
者
な
ど
多

く
の
方
が
参
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
毎
月
の
通

信
機
器
訓
練
や
オ
フ
ィ
ス
入
居
者
を
対
象
と

し
た
宿
泊
訓
練
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
今
後
は
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
や
虎
ノ
門
ヒ

ル
ズ
周
辺
の
再
開
発
と
の
連
携
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
」（
寺
田
さ
ん
）

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
橋
渡
し

「
ｅ
ー
Ｄａｐ
ｓ
」

森
ビ
ル
で
は
、
独
自
に
開
発
し
た
震
災
時

の
情
報
収
集
シ
ス
テ
ム「
災
害
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
」に
よ
り
、
全
管
理
物
件
の
被
害
状
況

お
よ
び
ビ
ル
係
員
安
否
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉

じ
込
め
被
害
、
備
蓄
資
機
材
の
情
報
を
一

元
管
理
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８
月
に

は
、こ
れ
と
連
動
し
た
地
震
直
後
建
物
被
災

度
推
測
シ
ス
テ
ム「
ｅ
ー
Ｄａｐ
ｓ
」を
独
自
開

発
。
地
震
に
よ
る
建
物
の
被
害
状
況
を
即
座

に
推
測
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
森
ビ
ル
が
考
え

る「
安
全
・
安
心
」な
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
取
り
組
み
を
橋
渡

し
す
る
第
３
の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
位
置
付
け

で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
建
物
の
数
フ
ロ
ア
ご

と
に
設
置
し
て
い
る「
地
震
計
計
測
デ
ー
タ
」

と「
建
物
固
有
の
構
造
特
性
」を
基
に
、
各

フ
ロ
ア
の「
揺
れ
の
加
速
度
」と「
建
物
変
形
」

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
自
動
解
析
し
、
建
物
構

造
の
被
災
状
況
を
即
座
に一次
判
定
。
構
造

さまざまな種類の非常食、エアクッションな
どを備えている。このほかに担架、発電機、
投光機などの資機材や毛布、衛生品を備え
た備蓄倉庫もある

今年1月に行われた虎ノ門ヒ
ルズでの避難訓練の様子。全
社員約1300名が参加

地震直後建物被災度推測システム「e-Daps」。どこのフ
ロアに異常があるか、また危険かがすぐにわかるように
なっている

都市防災に
対する

民間事業者の
取り組み

◦食料
水、非常用ライス、クラッカー、レトルト食品、缶詰、幼児
用菓子など

◦資機材
AED、担架、発電機、投光機、油圧ジャッキ、スコップ、つ
るはし、ハンマー、のこぎり、斧、リヤカー、ブルーシート、
ベニヤ板、角材、煮炊きレンジ、コンロ、炭、バケツ、拡
声器、脚立、ポリタンク、簡易トイレ、難燃毛布、防寒シー
ト、エアマット、トイレットペーパー、オムツ、ボディタオル、
女性用衛生用品など各種医薬品

森ビル株式会社の災害備蓄品




